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平成２０年３月期の業績見通しに関するお知らせ

記

１．平成２０年３月期の業績見通し（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）

『連結』

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

平 成 １ ９ 年 ３ 月 期 業 績 予 想 ( Ａ ) １５９，０００ １６，０００ １６，５００ ９，３００

平 成 ２ ０ 年 ３ 月 期 業 績 見 通 し ( Ｂ ) １６５，０００ １７，５００ １８，０００ １０，０００

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) ６，０００ １，５００ １，５００ ７００

増 減 率 ( ％ ) ３．８ ９．４ ９．１ ７．５

（金額の単位：百万円）

『単体』

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益

平 成 １ ９ 年 ３ 月 期 業 績 予 想 ( Ａ ) １１９，０００ １２，０００ １２，５００ ７，５００

平 成 ２ ０ 年 ３ 月 期 業 績 見 通 し ( Ｂ ) １２４，０００ １２，７００ １３，５００ ９，０００

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) ５，０００ ７００ １，０００ １，５００

増 減 率 ( ％ ) ４．２ ５．８ ８．０ ２０．０

（金額の単位：百万円）

２．平成２０年３月期の中間期業績見通し（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日）

『連結』

売　上　高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

平 成 １ ８ 年 ９ 月 中 間 期 実 績 ( Ａ ) ７７，９３４ ８，１６１ ８，４３３ ４，７９６

平成１９年９月中間期業績見通し（Ｂ） ８３，０００ ８，４５０ ８，７００ ４，７００

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) ５，０６６ ２８９ ２６７ △９６

増 減 率 ( ％ ) ６．５ ３．５ ３．２ △２．０

（金額の単位：百万円）

『単体』

売上高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益

平 成 １ ８ 年 ９ 月 中 間 期 実 績 ( Ａ ) ５７，９２３ ５，７２８ ６，０７０ ３，１５４

平成１９年９月中間期業績見通し（Ｂ） ６２，５００ ６，０５０ ６，４５０ ４，６００

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) ４，５７７ ３２２ ３８０ １，４４６

増 減 率 ( ％ ) ７．９ ５．６ ６．３ ４５．８

（金額の単位：百万円）

　なお、平成１９年３月期の決算発表につきましては、５月８日を予定しておりますが、今回記載の平成１９年３月
期の業績予想につきましては前回公表時の数値と同一でありますことを念のため申し添えます。

平成１９年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）の連結および単体の業績見通しについて、本日の取
締役会で決定いたしましたので、下記の通りお知らせします。
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ナブテスコ株式会社

３．業績見通しの状況

『連結』（比較は平成１９年３月期予想との対比です。）

・｢売上高｣

経常利益の増加により、前年比７億円増加の１００億円の見通しです。

営業利益の増加と金融収支の改善等により、前年比１０億円増加の１３５億円の見通しです。

経常利益の増加により、前年比１５億円増加の９０億円の見通しです。

以　　上

見通しに関する注意事項：
　当資料に記載されている内容は、種々の前提に基づいたものであり、記載された将来の計画
数値、施策の実現を確約したり、保証するものではありません。

売上高の増加を主因に前年比７億円増加の１２７億円の見通しです。

・｢当期純利益｣

『単体』

・｢売上高｣

・｢経常利益｣

民間航空機業界の回復、建設機械市場の好調、鉄道車両の国内外の新造車両及び更新需要等を背景に前年

・｢経常利益｣

平成１９年度は、国内の堅調な経済情勢に加え、北京オリンピックを控えた中国市場の活況等により、景気は順調
に推移するものと予想されます。しかしながら、素材価格の高止まり、為替変動、金利の上昇傾向等の不透明要素
があり、経済への影響が懸念されます。

このような状況の中、当社グループは、中期経営計画の 終年度（平成１９年度）の目標達成に向けて、国内外の
市場開拓、新商品の上市等を積極的に行う予定であります。また更なる収益力の強化を目指して 適生産体制の
構築、生産性の改革、改善を行い、コストダウンに努めてまいります。

・｢営業利益｣

売上高の増加を主因に前年比１５億円増加の１７５億円の見通しです。

・｢営業利益｣

・｢当期純利益｣

営業利益の増加と金融収支の改善により、前年比１５億円増加の１８０億円の見通しです。

連結と同様、民間航空機業界の回復、建設機械市場の好調、鉄道車両の国内外の新造車両及び更新需要等

を背景に前年比５０億円増加の1，２４０億円の見通しです。

比６０億円増加の１，６５０億円の見通しです。
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（参考情報）通期連結情報のセグメント別見通し

（金額の単位：百万円）

平成１９年３月期 平成２０年３月期 増減額 増減率

業績予想（Ａ） 業績見通し（Ｂ） （Ｂ）－（Ａ） （％）

精密機器事業 ２９，２００ ３１，０００ １，８００ ６．２

売 輸送用機器事業 ４４，６００ ４６，０００ １，４００ ３．１

上 航空・油圧機器事業 ４９，１００ ５３，０００ ３，９００ ７．９

高 産業用機器事業 ３６，１００ ３５，０００ △１，１００ △３．０

合　　計 １５９，０００ １６５，０００ ６，０００ ３．８

精密機器事業 ３，８００ ４，３００ ５００ １３．２

輸送用機器事業 ５，２００ ５，６００ ４００ ７．７

航空・油圧機器事業 ３，４００ ３，７００ ３００ ８．８

産業用機器事業 ３，６００ ３，９００ ３００ ８．３

合　　計 １６，０００ １７，５００ １，５００ ９．４

セグメント別見通し

精密機器事業

が見込まれ、増収増益となる見通しです。

輸送用機器事業
売上の本格化及び国内鉄道各社の在来線車両の更新が堅調に

推移すると見込まれ、増収増益となる見通しです。

航空・油圧機器事業 民間航空機業界が回復の傾向にあり、また国内外の建設機械も

好調な推移が見込まれ、増収増益となる見通しです。

産業用機器事業 自動ドア関連分野は、シェアの拡大により売上は増加、食品用

包装機械も回復が見込まれますが、海外子会社の売却等により、

売上は減収となりますが、増益となる見通しです。

営
業
利
益

回復の傾向にあり、また工作機械向け精密減速機も好調な推移
産業用ロボットの主要ユーザーである自動車業界の設備投資が

鉄道車両関連分野において、中国の在来線高速化プロジェクト向け
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